
第１回とっとりＳＤＧｓネットワーク会議 次第 
 

日時：令和２年１１月１４日（土）午後２時～３時３０分 
（１部：午後２時～２時４５分、２部：２時４５分～３時３０分） 

  場所：県庁災害対策本部室、西部総合事務所       

 

１ 開会 
 
１部 

 

２ 議題 
 
（１）とっとりＳＤＧｓネットワーク設立趣意書（案）等について 
 
（２）ＳＤＧｓ普及啓発の活動について 
 
（３）とっとりＳＤＧｓ若者ネットワークの取組について 
 
 
 
２部 

 

３ 議題 
 
（１）とっとりＳＤＧｓネットワーク構成員の取組紹介 
 
（２）ネットワーク構成員間の情報交換ツールについて 
 
（３）鳥取県版ＳＤＧｓ指標（素案）について 
 
 
４ 閉会 

 

 

 

＜配布資料＞ 

（１部） 

資料１ とっとりＳＤＧｓネットワーク設立趣意書（案） 

資料２ とっとりＳＤＧｓネットワーク運営要領（案） 

 資料３ ＳＤＧｓ普及啓発の活動について 

 資料４ とっとりＳＤＧｓ若者ネットワークの取組について 

（２部） 

 資料５ とっとりＳＤＧｓネットワーク構成員のＳＤＧｓに関する取組 

 資料６ ネットワーク構成員間の情報交換ツール 

 資料７ 鳥取県版ＳＤＧｓ指標（素案）について 

 参考  鳥取県の将来ビジョン（令和２年改訂） 



   



No. 分野 団体 職名 氏名 出欠等

1 商工 鳥取県商工会議所連合会 会長 児嶋　祥悟
こじま        しょうご

災害対策本部室

2 株式会社山陰合同銀行
（代表取締役 専務執行役員）

地域振興部長
（杉原

すぎはら

　伸治
のぶはる

）

【代理】森
もり

　保志
やすし 西部総合事務所 代表取締役頭取

3 株式会社鳥取銀行
執行役員

営業統括部長 前根
まえね

　伸彦
のぶひこ

Web参加 代表取締役頭取

4 リコージャパン株式会社鳥取支社 支社長 森田
もりた

　尚
ひさし

Web参加

5 鳥取県生活協同組合
福祉政策推進グループ

グループリーダー 岡
おか

田
だ

　安
やす

弘
ひろ

Web参加

6 地域活動 特定非営利活動法人なんぶ里山デザイン機構
（事務局長）

理事長
（板持

いたもち

　照明
てるあき

）

【代理】毎川
まいかわ　

　秀巳
ひでみ 西部総合事務所

7 環境 特定非営利活動法人ECOフューチャーとっとり 理事長 根本 昌彦
ねもと　　　あきひこ

欠席

8
環境

消費活動
とっとり県消費者の会 会長 福井

ふくい

　靖子
やすこ

欠席

9 障がい者支援
特定非営利活動法人鳥取県障害者就労事業
振興センター

事務局長 赤井
あかい

　寿
ひさ

美
み

Web参加

10 子育て支援 虹の会（不登校や障害、ひきこもりの親の会） 世話人代表 遠藤
えんどう

　明子
あきこ

Web参加

11 高齢者支援 社会福祉法人こうほうえん 理事長 廣江
ひろえ

　晃
こう

Web参加

12 女性活躍 Tottori Mama's 代表 中井
なかい

　みずほ Web参加

13 報道 株式会社新日本海新聞社
地域プロデュース局

局長 小谷
こだに

　和之
かずゆき

Web参加

14 若者 とっとりSDGs若者ネットワーク
青翔開智

高等学校3年 網田
あみた

　かのこ 災害対策本部室

15 国立大学法人鳥取大学 理事・副学長 細井
ほそい

　由彦
よしひこ

Web参加

16 公立大学法人公立鳥取環境大学 理事兼事務局長 田中
たなか

　洋介
ようすけ

Web参加

17 日南町 企画課長 実
じつ

延
のぶ

　太郎
たろう

Web参加

18 鳥取県 知事 平井
ひらい

　伸治
しんじ

災害対策本部室

第１回とっとりＳＤＧｓネットワーク会議　名簿

行政

教育

金融

企業等



   



とっとりＳＤＧｓネットワーク設立趣意書（案） 

  

１ 趣旨  

  鳥取県においては、持続可能な地域社会を実現するため、2008（平成 20）年 10 月に策定した

「鳥取県の将来ビジョン」や第２期地方創生総合戦略となる「鳥取県令和新時代創生戦略」を

掲げ、様々な施策が推進されています。 

  そうした中、2015（平成 27）年９月、国連において、17 のゴール（目標）と 169 のターゲッ

トからなる「ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）」が掲げられ

ましたが、このＳＤＧｓの「誰一人取り残さない」の理念は、本県がこれまで進めてきた、持

続可能な地域社会づくりに向けた取組と軌を一にするものであり、民間の調査機関が 2020（令

和２）年８月に地域住民を対象に行った調査結果でも、本県の行うＳＤＧｓの取組の評価が第

1 位になりました。  

  今後も、本県がＳＤＧｓの取組先進県として、県、市町村、企業、大学、ＮＰＯ、県民等のあ

らゆる主体が一体となってＳＤＧｓを推進するため、「とっとりＳＤＧｓネットワーク」（以下、

「本ネットワーク」という。）を発足させ、本ネットワークがその中核を担っていきます。これ

により、鳥取県において持続可能な地域社会を実現し、もって、国連で採択された「持続可能

な開発目標（ＳＤＧｓ）」の達成に繋げます。 

  

２ 活動 

  ＳＤＧｓは、複雑化・多様化する社会的課題の解決に向けた包括的な目標であり、あらゆる

主体に関係するとともに、達成に向けた具体的な取組をイメージすることが難しいと言えます。

この点が、ＳＤＧｓの認知度が全国的に低い要因の一つになっていると考えられます。 

  県内の企業や団体においては、ＳＤＧｓの達成に向けた独自の宣言を行ったり、事業計画に

ＳＤＧｓの視点を盛り込んで取組を進めるなど、気運が高まりつつありますが、これを更に進

めるため、県民をはじめ、県、市町村、企業、大学及びＮＰＯなど、あらゆる主体がＳＤＧｓを
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理解し、それぞれが行動を起こすことが必要です。 

  そこで、本ネットワークは、ＳＤＧｓの理念を県内に広く浸透させるとともに、多様な主体

が連携・協働するなどしたＳＤＧｓの実践を促します。  

（１）ＳＤＧｓに関する取組の共有及び情報発信 

   本ネットワークの構成員を含む県内でＳＤＧｓを実践する個人や企業、団体等の取組

を構成員間で共有するとともに、様々な広報媒体を通じて情報発信し、ＳＤＧｓの認知

度向上と実践に繋げます。 

   また、ＳＤＧｓを学ぶ機会の提供、ＳＤＧｓの実践の呼びかけ、ＳＤＧｓに係る取組の強

化期間の設定など、ＳＤＧｓの普及啓発や実践拡大に取り組みます。 

（２）連携・協働によるＳＤＧｓの実践 

   本ネットワークの構成員が率先してＳＤＧｓを意識した取組を積極的に行うとともに、取

組の評価や効果検証を行いつつ、構成員同士が連携・協働することで大きなムーブメントを

起こしたり、相乗効果を発揮し、新たなＳＤＧｓの実践や多様な主体によるネットワーク構

築に繋げます。  

 

  

３ 県の役割 

  鳥取県は、2020（令和２）年４月、ＳＤＧｓが掲げる「誰一人取り残さない」理念のもと、持

続可能な地域社会の実現に向け、「とっとりＳＤＧｓ宣言」を行い、ＳＤＧｓの推進に取り組ん

でいます。 

  鳥取県も本ネットワークの一員として、ＳＤＧｓの普及啓発や実践拡大に自らが取り組むと

ともに、本ネットワークをはじめ、多様な主体による取組を全面的に支援します。  

   

    2020（令和２）年 月 日  
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とっとりＳＤＧｓネットワーク運営要領（案） 

  

  

（目的） 

第１条 「とっとりＳＤＧｓネットワーク（以下「本ネットワーク」という。）」は、鳥取県に

おいて持続可能な地域社会を実現するため、県、市町村、企業、大学、ＮＰＯ、県民等のあら

ゆる主体が一体となってＳＤＧｓを推進する中核を担い、2015 年 9 月の国連サミットにおいて

採択された「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」の達成につなげるものとする。 

  

（活動） 

第２条 本ネットワークは、前条に掲げる目的を達成するため、次の活動を行う。 

（１）ＳＤＧｓに関する取組の共有及び情報発信 

（２）連携・協働によるＳＤＧｓの実践 

（３）その他ＳＤＧｓに関すること 

   

（構成員） 

第３条 本ネットワークは、第１条の目的に賛同し、ＳＤＧｓを推進する団体のうちから、第５

条に規定する事務局長が依頼した者により構成する。 

 

（代表） 

第４条 本ネットワークに代表を置くこととし、同ネットワークの構成員の互選により選任す

る。 

 

（事務局） 

第５条 本ネットワークの事務局は、鳥取県令和新時代創造本部新時代・ＳＤＧｓ推進課に置
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くこととし、事務局長は鳥取県令和新時代創造本部長をあてる。 

  

（会議） 

第６条 本ネットワークの会議は、事務局長が必要に応じて招集し、開催する。 

２ 事務局長は、必要があると認めるときは、本ネットワークの会議に構成員以外の者を出席

させることができる。 

  

（庶務） 

第７条 本ネットワークの庶務は、事務局において行う。 

  

（雑則） 

第８条 この要領に定めるもののほか、本会議の運営等に関して必要な事項は、事務局長が別

に定める。 

  

  

   附 則 

 この要領は、令和２年 月 日から施行する。 
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今年度のSDGs普及啓発の活動について

✓ 県⺠や県内団体等へ向けてSDGsを普及啓発し、学びから実践へつなげる
取組を実施。

✓ コロナ禍の中、３密を避けることとし、「とっとりSDGsネットワーク」や「とっとり
SDGs若者ネットワーク」が連携協⼒して実施。

○SDGsを実践する（一人ひとりが実践）
・ 家庭でもできる⾝近な実践例を、とっとりSDGs若者ネットワークが紹介。
→ 動画や地元メディアなどを通じたPRを実施

○SDGsを知る・考える
・ 県⺠に⾒えやすい形でSDGsに関する様々な普及啓発を実施。
・ 県内の取組を知る。
→ 「とっとりSDGsネットワーク」メンバーの活動状況を動画などで紹介

【目的】⺠間の調査機関によると、本県のSDGs認知度は依然低い状況にあるため、県⺠に広く
SDGsを知ってもらい、より多くの実践例が⽣まれることを目的として実施。

【主なターゲット】SDGsの実践者であるネットワーク構成員の関係団体や所属団体 等
→ ネットワークの発足を契機として、各構成員のそれぞれが持つネットワークを活用して

普及啓発を⾏うことで、SDGsの更なる浸透・拡⼤を図る。

基本方針

資料３

今年度のSDGs普及啓発の活動について

SDGs実践例を動画紹介

日常生活でごく簡単に取り入れ
られるSDGs行動の紹介冊子の
事例を動画で作成・配信を行う。

【ターゲット】個人

SDGs関連情報をフェイス
ブックなどのSNSによ
り情報発信し、県内の個人・

企業・団体等の行動変容
へつなげる！

ナマケモノにもできるアクションガイド
（国連広報センター）

NW構成員・パートナー
登録者の取組を動画紹介
ネットワーク構成員やSDGs
パートナー登録者の実践動画
を作成・配信を行う。

【ターゲット】企業・団体

NW構成員・パートナー
登録者の取組をＨＰ紹介

ネットワーク構成員やSDGs
パートナー登録者の取組をとり
ネットへ掲載し、SDGs達成に向
けた様々なアプローチを紹介。

【ターゲット】企業・団体

SDGs県内巡回展

県所有の啓発物（パネル等）を、
ネットワーク構成員、企業・団体
や市町村等へ貸し出し、身近に
SDGsの情報がある環境づくり
を実施。

【ターゲット】個人・企業・団体

駅前広場、商店街、空き店舗
などの展示も視野

若者ネットワーク
との連携取組
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SDGｓネットワークと連携した今年度の活動

NW構成員・パートナー登録者の取組をフェイスブックやＨＰで紹介
■ 動画紹介
（概要）協力していただけるとっとりＳＤＧｓネットワーク構成員やとっとりSDGsパートナー制度登録者の

動画を、Facebookで随時配信する。
［イメージ］SDGs活動の実践風景や今後の展開などを紹介。
［仕様］２～３分程度／動画 ※新規に撮影しつつ、既存の作成動画も活用

（目的）県民や団体、企業に、SDGｓ達成に向けた様々な取組を具体的に紹介し、
SDGsの実践につなげる。 ※動画でわかりやすさを追求

（スケジュール）
時期 県の役割 ネットワーク構成員・パートナー登録者へのお願い

11月後半 ①動画撮影の希望や撮影日程を調整

②既に作成されている動画を募集

①希望を回答

②作成動画の提供

12月前半 ①動画の撮影、編集

②提供された動画の確認や編集

①撮影への協力、県が編集した動画の確認

②県が編集した動画の確認

12月後半 動画配信スタート 広報協力（Facebook等での拡散）

■ ＨＰ紹介
（概要）とっとりＳＤＧｓネットワーク構成員やとっとりＳＤＧｓパートナー登録者によるＳＤＧｓの実践例を

「とりネット」で紹介する。 ※パートナー登録者分は、９月後半から掲載を開始済み。
（スケジュール）

時期 県の役割 ネットワーク構成員・パートナー登録者との連携

９月 パートナー登録者の掲載スタート
12月 掲載案の照会、編集

ネットワーク構成員の掲載スタート

・掲載案の提供、確認

・広報協力（Facebook等での拡散）

随時 ・パートナー登録者の追加掲載

（作成イメージ）

SDGｓネットワークと連携した今年度の活動

SDGs県内巡回展

（概要）県が作成するＳＤＧｓの啓発物品（パネル等）を、ネットワーク構成員、企業・団体に
貸し出し、普及啓発活動に活用していただく。

また、ＳＤＧｓに取り組む智頭町・日南町をはじめ市町村とも連携し、両町が実施す
るＳＤＧｓの普及啓発の取組に活用していただく。

［パネル］
・ＳＤＧｓの概要
・鳥取県内のＳＤＧｓ実践者の取組紹介
ネットワーク構成員／パートナー制度登録者

［ＤＶＤ］
・撮影したネットワーク構成員等の取組をＤＶＤ化

（目的）ＳＤＧｓの露出機会を増やし、関心のない方にも興味・関心を持っていただく機会を
創出。

（スケジュール）
時期 県の役割 ネットワーク構成員・パートナー登録者の役割

11月下旬 ・パネル内容の調整 ・パネル案の確認

12月 ・パネルの作成 ／ ・ＤＶＤ作成
・貸し出しスタート

・ＮＷ構成員の活動スペース等での展示、放映
・広報協力（Facebook等での発信）

＜パネルイメージ＞

※商店街のアーケードなどにおける普及啓発も検討中

(イメージ)
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鳥取県の考えるSDGs推進のステップ

・動画や巡回展、SNSなど県民
に見えやすい普及啓発
・団体へのパートナー制度
登録案内
・登録団体の「見える化」や取組
の情報発信

・SDGｓに取り組む優良事例
の横展開
→さらなる事例の発掘
・登録者同士のネットワーク
づくり
→ビジネスマッチングや
広域連携事業の創出

・ステークホルダー同士
が連携したビジネスや
広域的活動の掘り起こ
しと全国への事例発信
・官民が連携した「自治
体SDGｓモデル事業」へ
の応募検討

①SDGs認知度向上と事
例の創出・発信
「SDGsなんて知らない」
「なんかめんどくさそう」
「自分たちが何をすればいい
のかわからない」

③モデル的な取組の全国
への発信
「私たちはこんな取組でSDGsに
貢献しています」

2030年2020年

【SDGs普及レベル】

【ステップ１】 【ステップ２】 【ステップ３】

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
同
士
が
連
携
す
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

②事例の県内での横展開と
ネットワーク構築
「SDGsに取り組んでみたい」
「他のSDGsの取組を参考にしたい」

ネット
ワーク
構築

普及
啓発

モデル
事業創出

・動画や巡回展、SNSなど県民
に見えやすい普及啓発
・団体へのパートナー制度登録
案内
・登録団体の「見える化」や取組
の情報発信

・動画や巡回展、SNSなど県
民に見えやすい普及啓発
・団体へのパートナー制度登
録案内
・登録団体の「見える化」や取
組の情報発信

・SDGｓに取り組む優良事
例の横展開
→さらなる事例の発掘
・登録者同士のネットワーク
づくり
→ビジネスマッチングや
広域連携事業の創出

↑R3年度︓ステップ1→2に向けた取組

SDGｓネットワークと連携したR３年度の取組(案)
【とっとりＳＤＧｓネットワーク主体の取組（案）】
○ＳＤＧｓ実践者をさらに増やす普及啓発イベント「ＳＤＧｓフォーラム（仮称）」の開催
・講演会やゴール別のセミナー（分科）
・活動仲間の拡大機会の設定
・SDGｓビジネスのマッチング機会の設定（環境関連事業など）

○県内でのSDGｓ研修会等へ講師派遣 ※Ｒ２からの試行も検討中

・ネットワーク構成員やパートナー登録者を講師として派遣
（参考）鳥取県におけるＳＤＧｓ出前説明会等の開催・相談状況
＜Ｒ２年度＞ 12件（予定含む） 小学校２件、高等学校・高専３件、企業・団体７件

○SDGｓに取り組む実践者・団体の表彰、ポスターや川柳等のコンテストを実施
※10/13準備会での提案（わかりやすい普及）関係

・「ＳＤＧｓフォーラム（仮称）」での表彰を予定

【鳥取県主体の取組（案）】
○ＥＳＧ投資の判断材料となる登録・認証制度の検討
・ネットワーク構成員である金融機関や商工団体のメンバーで検討を進めることを想定

○SDGsに関する施策の情報共有、連携を目的とする、県内自治体の連絡会を立上げ

○Ｒ３年度ＳＤＧｓ未来都市への応募の検討 ※官民連携組織は、選定の重要要素

（参考）自治体のＳＤＧｓ達成に向け、優れた取組提案の都市を「ＳＤＧｓ未来都市」として30程度選定。

特に先導的な取組を「自治体ＳＤＧｓモデル事業」として10程度選定。（内閣府実施）

※県内では令和元年度に日南町、智頭町が認定されています。
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とっとりSDGs若者ネットワークの活動

○ 持続可能な社会の担い手となる若者（高校生、大学生、社会人など）により、
SDGsの実践につながる調査や活動を⾏う「とっとりSDGs若者ネットワーク」を8月に結成。

○ R2年度は、「幅広い世代への普及啓発活動」と「企業のSDGsへの主体的な取組推進」
をテーマとし、具体的に活動を進めている。

○ 活動成果については、本会議などで報告するとともに情報発信。

〜取組テーマの具体的イメージ〜
「幅広い世代への普及啓発活動」 …鳥取県ユニセフ協会学生部との協働によりカードゲームを

制作し、こども向け学習会を開催。⾝近な生活での実践例
を紹介する動画づくりなど

「企業のSDGsへの主体的な取組推進」…企業が自らのSDGs取組度合いを手軽に測れるアプリを
開発、普及させ、企業の主体的な取組を促進

資料４

幅広い世代への普及啓発

トリセフと連携したカードゲームづくり

生活での実践例を紹介する動画づくり

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

○ トリセフ（鳥取県ユニセフ協会学生部）とのパートナー
シップにより、こどもから大人まで楽しめるSDGsカードゲー
ムを制作中︕制作後は、カードゲームを使ったSDGs学習
会の開催を計画中。

★ 今後も、こどもから大人まで幅広い層にカードゲームを
使ってもらい、SDGsを考えてもらうキッカケを創りたい︕

★ カードゲームの内容も、利⽤者の声も聴きながらブラッ
シュアップしていく予定。

○ 国連の「ナマケモノにもできるアクションガイ
ド」を参考に、生活での⾝近な実践例を選
定。

○ トリピーの出演などにより、鳥取らしい動画
となるよう、内容を検討中︕︕

★ 今後、制作した動画をYoutubeなどでも
広めていき、県内でのSDGs実践を拡げて
いきたい︕

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
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企業のSDGsへの主体的な取組推進
【概要】
各企業のSDGs達成度を数値化・他社比較・グラフ化することで課題を明確にし、格付け結果によって企業のSDGs達成
への意識を向上させ、生産・消費・雇用・働き方などの課題解決の促進を図る。
定期的にフォローアップを行えるよう、アプリ(サイト)を作成し、最終的には企業の取り組みの優先順位を決める1つ
の指針としていただくことを目指す。
【先行研究】
「The SDG Index and Dashboards」はSustainable Development Solutions Networkとベルテルスマン財団により作成された
SDGsの達成度を国別に評価したもの。
ゴールごとの達成度や前回の調査との比較も出し進捗状況を追跡することで各国が行動の優先順位を確定できるよう
にしている。
【実施手順】

①公式の国別SDGs格付
けとその評価基準を調
べる

②評価基準を和訳し、企
業向けの項目にする

③アンケートを作成し、回
答を依頼

出典：SDG Index and Dashboards 2018

https://www.sdgindex.org/reports/sdg-index-and-dashboards-2018/

SDGs

ゴール番号
国別SDGs格
付けの評価
基準

日本語訳し
た評価基準

企業向けに
した評価基
準

５ Proportion 

of seats held 

by women in 

national 

parliaments(

%)

女性が国会
議席に占め
る割合

管理職員に
占める女性
の割合

９ Proportion 

of the 

population 

using the 

internet(%)

インター
ネットを使
える人の割
合

会社のイン
ターネット
環境、イン
ターネット
使用率

１７ Official 

developmen

t 

assistance(% 

GNI)

先進国が途
上国の目標
達成のため
の支援をど
れくらい
行っている
か

他社と協力
しているか

④回答を分析

2020.11.10

第1回とっとりSDGsネットワーク
資料作成：⻘翔開智⾼等学校3年網田かのこ

１

★ 今後、アプリを経済団体や金融機関にもご紹介させていただき、関連企業などで活用いただきたい。
★ アプリ活用後のフォローアップ、内容のバージョンアップも継続していきたい。

鳥取大学 三浦准教授 にも協力いただき開発中！
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鳥
取

県
商

工
会

議
所

連
合

会

＜
これ

ま
で

の
活

動
内

容
＞

〇
事

業
者

や
市

⺠
ら商

⼯
会

議
所

を
訪

れ
る

⽅
に

広
くS

D
Gs

を
知

って
も

らう
こと

を
目

的
に

、商
⼯

会
議

所
１

階
に

常
設

パ
ネ

ル
展

示
を

開
設

。
⇒

展
示

ス
ペ

ー
ス

で
は

取
り組

み
事

例
を

紹
介

し、
⾃

社
の

事
業

が
SD

Gs
に

繋
が

って
い

る
こと

へ
の

気
づ

き
を

与
え

る
場

とし
た

い
。

〇
展

示
場

開
設

とあ
わ

せ
、「

鳥
取

商
⼯

会
議

所
SD

Gs
宣

言
」を

発
表

。
⇒

＜
宣

言
内

容
＞

一
．

SD
Gs

の
理

念
に

沿
った

地
域

経
済

活
動

を
⾏

い
ま

す
。

一
．

地
域

事
業

者
へ

の
積

極
的

な
経

営
⽀

援
に

よ
り、

経
営

⼒
向

上
に

よ
る

地
域

経
済

発
展

を
⽀

援
しま

す
。

一
．

全
会

員
企

業
の

パ
ー

トナ
ー

シ
ップ

に
よ

り、
地

域
の

持
続

的
な

発
展

に
貢

献
して

い
き

ま
す

。」
。

〇
会

議
所

内
で

も
で

き
る

こと
か

ら始
め

よ
うと

、役
員

・職
員

に
SD

Gs
バ

ッ
ジ

を
配

布
・着

⽤
、名

刺
や

封
筒

に
SD

Gs
を

印
字

。
〇

業
種

ご
とに

わ
か

れ
た

部
会

内
で

も
SD

Gs
に

関
連

した
勉

強
会

や
活

動
を

⾏
う部

会
が

出
て

き
て

お
り、

今
後

も
様

々
な

角
度

か
らS

D
Gs

に
関

連
した

取
り組

み
を

推
進

して
い

く。

＜
SD

G
s達

成
に

向
け

た
今

後
の

活
動

＞
〇

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
で

随
時

最
新

の
情

報
を

発
信

。
〇

会
議

所
（

⻘
年

部
含

む
）

会
員

の
SD

Gs
の

認
知

向
上

及
び

実
践

に
つ

な
が

る
勉

強
会

等
の

開
催

＜
SD

G
s達

成
に

向
け

た
今

後
の

活
動

＞
○

SD
G

s経
営

に
向

け
た

取
引

先
事

業
者

へ
の

啓
発

・ア
ド

バ
イ

ス
・鳥

取
県

の
取

組
と連

携
し、

事
業

者
へ

の
SD

Gs
周

知
・啓

発
活

動
を

実
施

。
・事

業
性

評
価

に
お

け
る

取
引

先
ニ

ー
ズ

、経
営

課
題

へ
の

ソ
リュ

ー
シ

ョン
提

供
に

よ
る

SD
Gs

の
社

内
浸

透
と経

営
戦

略
へ

の
落

とし
込

み
⽀

援
。

・地
域

に
とっ

て
必

要
不

可
⽋

な
事

業
の

持
続

可
能

性
を

⾼
め

る
た

め
の

適
切

な
事

業
承

継
の

推
進

。
○

地
方

創
生

SD
G

s⾦
融

へ
の

対
応

・私
募

債
メニ

ュー
を

SD
Gs

に
基

づ
き

整
理

し、
Co

vi
d-

19
対

応
に

尽
⼒

され
る

医
療

機
関

へ
の

寄
贈

型
新

商
品

の
提

供
を

開
始

。

株
式

会
社

⼭
陰

合
同

銀
⾏

＜
これ

ま
で

の
活

動
内

容
＞

※
20

19
年

度
以

降
の

トピ
ック

ス
に

限
定

○
サ

ス
テ

ィナ
ビリ

テ
ィー

宣
言

（
20

19
年

5月
）

を
表

明
“⼭

陰
合

同
銀

⾏
グ

ル
ー

プ
は

、国
連

の
定

め
た

持
続

可
能

な
開

発
目

標
（

SD
Gs

）
の

趣
旨

に
賛

同
し、

地
域

の
課

題
解

決
に

取
り組

む
こと

で
、持

続
可

能
な

地
域

社
会

の
実

現
を

目
指

しま
す

。”
○

『統
合

報
告

書
』の

発
⾏

デ
ィス

クロ
ー

ジ
ャー

誌
を

20
19

年
度

よ
り『

統
合

報
告

書
』に

統
一

。財
務

情
報

の
み

な
らず

ES
G情

報
等

の
非

財
務

情
報

を
含

み
、価

値
創

造
プ

ロセ
ス

を
通

じて
弊

⾏
の

持
続

可
能

な
地

域
社

会
形

成
の

実
現

へ
向

け
た

取
組

を
開

示
。

○
SD

G
s関

連
セ

ミナ
ー

・研
修

会
等

の
主

催
・企

画
・『

SD
Gs

経
営

実
践

セ
ミナ

ー
』に

は
、取

引
先

企
業

・団
体

・地
⽅

公
共

団
体

か
ら1

00
名

を
超

え
る

申
込

が
あ

り関
心

の
⾼

さを
実

感
。

・
『“

SD
Gs

 d
e 

地
⽅

創
生

”ワ
ー

クシ
ョッ

プ
』を

、S
DG

s未
来

都
市

に
選

定
され

た
日

南
町

と智
頭

町
等

で
実

施
し地

⽅
創

生
の

推
進

を
⽀

援
。

○
そ

の
他

（
ご

参
考

）
・ま

ち
・ひ

と・
しご

と創
生

本
部

「特
徴

的
な

取
組

事
例

」に
選

定
・表

彰
「J

-ク
レ

ジ
ット

を
活

⽤
した

SD
Gs

へ
の

貢
献

」と
して

、鳥
取

県
・日

南
町

等
と連

携
した

継
続

的
な

取
り組

み
が

評
価

。（
令

和
元

年
度

）
＜

実
績

＞
84

件
、3

,9
87

t-
CO

2（
20

20
年

10
月

末
時

点
）

資
料
５
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株
式

会
社

鳥
取

銀
⾏

＜
これ

ま
で

の
活

動
内

容
＞

〇
⾦

融
業

務
、銀

⾏
業

務
を

通
じて

SD
Gｓ

に
関

連
した

活
動

を
実

施
。

〇
これ

ま
で

20
年

間
で

延
べ

22
5団

体
、累

計
59

00
万

円
の

助
成

を
⾏

っ
て

き
た

「と
りぎ

ん
⻘

い
鳥

基
⾦

」を
20

20
年

4月
に

リニ
ュー

ア
ル

。助
成

先
の

選
定

に
お

い
て

SD
Gｓ

の
目

標
を

基
準

に
、持

続
可

能
な

地
域

づ
くり

に
取

り組
ん

で
い

る
団

体
を

選
定

し、
社

会
課

題
解

決
を

銀
⾏

とし
て

⽀
援

して
い

く。
〇

20
20

年
7月

よ
り「

とり
ぎ

ん
SD

Gs
私

募
債

ふ
る

さと
未

来
応

援
債

」の
取

扱
い

を
開

始
。私

募
債

発
⾏

額
の

0.
2％

相
当

額
を

上
限

に
当

⾏
か

ら拠
出

し、
SD

Gs
に

取
組

む
非

営
利

団
体

等
に

寄
付

を
⾏

う。
SD

Gs
目

標
「③

保
健

」、
「④

教
育

」、
「⑧

成
⻑

・雇
⽤

」の
実

現
に

向
け

た
地

域
の

SD
Gｓ

活
動

を
⽀

援
して

い
く。

＜
SD

G
s達

成
に

向
け

た
今

後
の

活
動

＞
〇

「と
りぎ

ん
⻘

い
鳥

基
⾦

」や
SD

Gｓ
私

募
債

の
助

成
先

、寄
付

先
の

SD
Gｓ

活
動

の
⽀

援
。

〇
当

⾏
主

催
イベ

ント
等

を
通

じて
、地

域
や

取
引

先
へ

の
SD

Gｓ
普

及
啓

発
を

⾏
って

い
く。

リコ
ー

ジ
ャパ

ン
株

式
会

社
鳥

取
支

社

＜
これ

ま
で

の
活

動
内

容
＞

〇
20

16
年

よ
り、

全
国

48
⽀

社
で

「C
SR

報
告

書
勉

強
会

」を
開

始
。

SD
Gs

に
つ

い
て

勉
強

会
や

オ
ンラ

イン
配

信
で

社
員

へ
の

周
知

を
図

る
〇

20
18

年
に

は
SD

Gs
強

化
月

間
、サ

ス
テ

ナ
ビリ

テ
ィe

ラー
ニン

グ
な

どを
経

て
、S

D
Gs

キ
ー

パ
ー

ソ
ン9

2名
が

誕
生

。社
内

外
で

勉
強

会
等

を
実

施
し、

SD
Gs

の
普

及
・啓

発
活

動
を

更
に

強
化

。
〇

弊
社

鳥
取

事
業

所
移

転
（

20
19

年
）

に
伴

い
、太

陽
光

パ
ネ

ル
、蓄

電
池

、E
Vカ

ー
等

を
導

入
し脱

炭
素

社
会

へ
貢

献
。事

業
所

階
段

に
SD

Gs
ス

テ
ッカ

ー
の

掲
示

や
個

人
ロッ

カー
へ

SD
Gs

マ
グ

ネ
ット

シ
ー

トを
添

付
しS

D
Gs

個
人

宣
言

を
実

施
。

〇
県

内
大

学
様

で
SD

Gs
に

関
す

る
シ

ンポ
ジ

ウム
で

の
事

例
報

告
と授

業
で

の
講

演
実

施
（

20
19

年
11

月
）

（
講

師
︓

リコ
ー

経
済

社
会

研
究

所
大

塚
）

〇
新

型
コロ

ナ
感

染
拡

大
を

受
け

て
、県

内
の

第
一

種
感

染
症

指
定

医
療

機
関

へ
フェ

イス
シ

ー
ル

ドを
寄

贈
（

持
続

可
能

な
社

会
へ

貢
献

）
。

〇
新

しい
生

活
様

式
に

則
り、

W
eb

セ
ミナ

ー
の

月
次

開
催

開
始

＜
テ

ー
マ

＞
SD

Gs
、環

境
、B

CP
、賑

わ
い

創
出

、働
き

⽅
改

革
※

SD
Gs

キ
ー

パ
ー

ソ
ン2

43
名

に
増

加
〇

社
外

向
け

SD
Gｓ

勉
強

会
を

開
催

。
・鳥

取
県

庁
（

20
19

.6
）

・智
頭

町
（

20
19

.8
）

・日
南

町
（

20
19

.1
1）

・倉
吉

市
（

20
20

.2
）

＜
SD

G
s達

成
に

向
け

た
今

後
の

活
動

＞
〇

引
き

続
き

事
業

活
動

(啓
蒙

・実
践

・販
売

・取
組

可
視

化
)か

ら持
続

可
能

な
「経

済
」「

社
会

」「
環

境
」に

貢
献

い
た

しま
す

。
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特
定

非
営

利
活

動
法

⼈
な

ん
ぶ

⾥
⼭

デ
ザ

イ
ン

機
構

＜
これ

ま
で

の
活

動
内

容
＞

○
当

機
構

は
、「

な
ん

ぶ
創

生
総

合
戦

略
」の

実
現

に
向

け
た

住
⺠

主
体

の
組

織
とし

て
20

16
年

に
設

⽴
し、

恵
ま

れ
た

⾥
⼭

の
魅

⼒
を

広
く発

信
す

る
と同

時
に

「交
流

人
⼝

の
増

加
」や

「生
涯

活
躍

の
ま

ち
づ

くり
」に

取
り組

ん
で

い
る

。
○

空
き

家
を

活
⽤

した
移

住
定

住
の

促
進

とし
て

、空
き

家
を

地
域

資
源

とし
て

とら
え

、リ
フォ

ー
ム

を
して

移
住

者
向

け
の

居
住

場
所

とし
て

活
⽤

す
る

こ
とで

、集
落

の
活

性
化

に
繋

げ
て

い
る

。
○

「な
ん

ぶ
⾥

⼭
デ

ザ
イン

大
学

」(
市

⺠
カレ

ッジ
)を

開
催

し、
南

部
町

の
豊

か
な

「⾥
地

⾥
⼭

」を
フィ

ー
ル

ドに
、暮

らし
講

座
や

⼦
育

て
講

座
等

を
開

催
し、

交
流

人
⼝

の
増

加
を

図
って

い
る

。

＜
SD

G
s達

成
に

向
け

た
今

後
の

活
動

＞
○

引
き

続
き

、空
き

家
を

活
⽤

した
移

住
定

住
の

取
り組

み
を

進
め

る
とと

も
に

地
域

・ま
ち

全
体

の
活

性
化

を
図

って
い

く。
○

⾥
地

⾥
⼭

を
活

か
した

各
種

講
座

を
開

催
し、

関
係

人
⼝

の
拡

大
と併

せ
て

豊
か

な
⾃

然
環

境
を

守
る

取
り組

み
を

発
信

して
い

く。

鳥
取

県
生

活
協

同
組

合

＜
これ

ま
で

の
活

動
内

容
＞

〇
20

18
年

度
、日

本
生

協
連

が
採

択
した

「コ
ー

プ
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
⾏

動
宣

言
」に

基
づ

き
、鳥

取
県

生
協

の
「コ

ー
プ

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ

」宣
言

を
策

定
、各

部
署

で
活

動
を

⾏
うほ

か
、日

本
海

新
聞

1⾯
に

て
広

く県
⺠

に
周

知
。

〇
生

協
商

品
を

通
じた

、Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ

や
エ

シ
カル

消
費

の
考

え
が

広
が

る
き

っ
か

け
作

りと
して

、2
01

9年
6月

29
日

に
北

栄
町

で
「エ

シ
カル

フェ
ス

タ
20

19
」を

開
催

。ま
た

、第
2弾

とし
て

「だ
れ

とで
も

お
しゃ

べ
りパ

ー
テ

ィー
」（

目
的

︓
コー

プ
商

品
を

囲
ん

で
気

軽
に

くら
しの

話
題

を
話

し
合

って
い

た
だ

く機
会

の
提

供
、生

協
商

品
の

出
会

い
の

場
）

で
組

合
員

に
紹

介
す

る
商

品
とし

て
、Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
関

連
商

品
の

提
供

と鳥
取

県
生

協
の

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ

の
取

組
み

を
紹

介
。

〇
20

18
年

度
よ

り、
県

か
ら委

託
で

フー
ドド

ライ
ブ

事
業

を
実

施
。

※
フー

ドド
ライ

ブ
とは

︓
家

庭
で

余
って

い
る

⾷
べ

物
を学

校
や

職
場

な
どに

持
ち

寄
りそ

れ
らを

ま
とめ

て
地

域
の

福
祉

団
体

や
施

設
、フ

ー
ドバ

ンク
な

どに
寄

付
す

る
活

動
。

〇
20

19
年

度
よ

り、
とっ

とり
県

⺠
活

動
活

性
化

セ
ンタ

ー
主

催
の

「と
っと

り
SD

Gs
推

進
会

議
」に

参
加

し、
SD

Gs
活

動
に

関
す

る
意

⾒
交

換
・

交
流

を
⾏

って
い

る
。

＜
SD

G
s達

成
に

向
け

た
今

後
の

活
動

＞
〇

組
合

員
活

動
の

イベ
ント

等
を

通
じて

啓
発

活
動

を
⾏

って
い

く。

コー
プ

の
エ

シ
カル

フェ
ス

タ2
01

9
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とっ
とり

県
消

費
者

の
会

＜
これ

ま
で

の
活

動
内

容
＞

〇
団

体
設

⽴
以

来
、環

境
問

題
に

率
先

して
取

り組
み

、地
域

住
⺠

に
広

く参
加

を
呼

び
か

け
、県

中
部

に
お

け
る

地
域

の
ご

み
減

量
・リ

サ
イク

ル
の

普
及

啓
発

を
実

施
。

⇒
12

年
間

毎
月

ノー
レ

ジ
袋

キ
ャン

ペ
ー

ンを
実

施
。

〇
消

費
者

⽀
援

活
動

とし
て

、事
業

者
との

協
働

に
よ

る
勉

強
会

の
開

催
や

、
企

業
・⼯

場
視

察
の

企
画

な
ど、

事
業

者
連

携
も

積
極

的
に

展
開

。
＜

勉
強

会
＞

・H
28

エ
シ

カル
消

費
講

演
会

講
師

柿
野

成
美

氏
・H

30
エ

シ
カル

消
費

講
演

会
講

師
中

平
徹

也
氏

・R
1エ

シ
カル

消
費

講
演

会
講

師
原

田
さと

み
氏

・R
2「

とっ
とり

プ
ラご

み
ゼ

ロ」
チ

ャレ
ンジ

講
演

会
講

師
古

川
義

秀
氏

＜
企

業
・⼯

場
視

察
＞

・H
29

家
電

リサ
イク

ル
⼯

場
視

察
パ

ナ
ソ

ニッ
ク

・H
30

バ
イオ

マ
ス

発
電

所
視

察
松

江
市

＜
SD

G
s達

成
に

向
け

た
今

後
の

活
動

＞
〇

これ
ま

で
⾏

って
き

た
活

動
を

、S
D

Gｓ
の

理
念

に
結

び
つ

け
る

とも
に

、引
き

続
き

実
践

に
繋

が
る

活
動

を
⾏

って
い

く。
〇

「S
D

Gs
」に

つ
い

て
、⾼

齢
者

な
どに

も
わ

か
りや

す
い

学
習

会
を

開
催

す
る

な
ど、

SD
Gｓ

の
普

及
啓

発
と、

会
内

外
の

実
践

の
働

き
か

け
を

⾏
う。

特
定

非
営

利
活

動
法

⼈
Ｅ

Ｃ
Ｏ

フュ
ー

チ
ャー

とっ
とり

＜
これ

ま
で

の
活

動
内

容
＞

〇
活

動
理

念
︓

地
域

や
地

球
の

持
続

可
能

性
へ

の
合

意
形

成
に

地
球

温
暖

化
対

策
(温

暖
化

防
止

セ
ンタ

ー
運

営
)を

通
じ貢

献
す

る
こと

。
〇

中
国

地
⽅

ES
D

セ
ンタ

ー
運

営
委

員
〇

SD
Gｓ

ワ
ー

クと
レ

ク講
座

講
師

（
先

進
地

や
具

体
的

事
例

含
）

〇
20

14
年

度
に

持
続

可
能

な
地

域
づ

くり
を

目
的

とし
た

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

を
ドイ

ツの
環

境
ジ

ャー
ナ

リス
トを

招
聘

し開
催

。
〇

20
17

年
度

に
県

内
初

の
SD

G
ｓ

の
W

Sを
県

内
地

域
エ

ネ
ル

ギ
ー

会
社

の
協

⼒
の

も
と学

生
の

キ
ャリ

ア
ビル

デ
ィン

グ
とし

て
開

催
。

〇
20

18
年

よ
り「

異
常

気
象

は
怖

い
け

ど、
温

暖
化

対
策

は
⾯

倒
だ

し我
慢

は
嫌

い
」と

思
って

い
る

人
が

多
い

中
、我

慢
や

経
費

の
負

担
で

は
な

く、
炭

素
生

産
性

を
向

上
し快

適
で

豊
か

で
燃

費
の

良
い

鳥
取

県
を

創
る

こ
とで

あ
る

と実
感

を
持

った
理

解
に

変
え

る
た

め
「断

熱
ワ

ー
ク

リー
ダ

ー
育

成
PJ

T」
を

実
施

。
〇

鳥
取

県
「ゼ

ロ
カ

ー
ボ

ン
シ

テ
ィ宣

言
」の

具
体

的
施

策
「健

康
省

エ
ネ

住
宅

基
準

づ
くり

」の
設

⽴
メン

バ
ー

とし
て

6年
間

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
専

門
家

とし
て

と普
及

啓
発

の
⽴

場
で

提
言

。
〇

「気
候

m
en

uプ
ロ

ジ
ェク

ト
」「

自
然

エ
ネ

ル
ギ

ー
ツ

ア
ー

」な
ど、

持
続

可
能

性
の

選
択

肢
を

広
げ

る
実

践
活

動
を

多
様

な
ス

テ
ー

クホ
ル

ダー
を

巻
き

込
ん

だ
学

び
合

い
で

運
営

。

＜
SD

G
s達

成
に

向
け

た
今

後
の

活
動

＞
〇

イメ
ー

ジ
しに

くい
ゼ

ロ
カ

ー
ボ

ン
社

会
の

勉
強

会
を

、グ
ラ

レ
コで

海
外

を
含

む
先

進
各

地
と

つ
な

ぎ
オ

ン
ラ

イ
ン

開
催

中
。

〇
w

ith
コロ

ナ
の

ゼ
ロ

カ
ー

ボ
ン

で
持

続
可

能
な

ワ
ー

ク
ス

タ
イ

ル
を

模
索

す
る

「リ
モ

ワ
協

議
会

」
を

⽴
ち

上
げ

鳥
取

県
独

⾃
の

課
題

の
洗

い
出

し。
〇

「S
D

Gｓ
は

目
標

の
タ

グ
付

け
で

は
な

い
」「

話
し合

い
で

も
な

い
」「

社
会

課
題

の
解

決
の

た
め

に
俯

瞰
して

取
り組

む
た

め
の

指
標

」で
あ

りタ
ス

ク
で

あ
る

こと
を

理
解

す
る

(「
関

係
な

い
と思

って
た

け
ど、

それ
、う

ち
の

活
動

や
目

標
と被

って
ま

す
〜

」）
人

や
団

体
を

増
や

す
こと

。
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特
定
非
営
利
活
動
法
人

鳥
取
県
障
害
者
就
労
事
業
振
興
セ
ン
タ
ー

＜
これ

ま
で

の
活

動
内

容
＞

〇
障

が
い

者
就

労
の

取
り組

む
と地

域
活

動
の

連
携

を
、S

D
Gｓ

の
視

点
で

事
業

展
開

を
図

る
。

〇
「農

福
連

携
×

SD
Gｓ

」を
キ

ー
ワ

ー
ドに

以
下

の
取

り組
み

を
図

る
。

（
20

19
年

2月
よ

り現
在

実
施

中
）

１
．

「地
域

ネ
ット

ワ
ー

ク」
と「

持
続

可
能

な
」事

業
展

開
を

考
え

る
セ

ミナ
ー

の
実

施
２

．
地

域
づ

くり
農

福
連

携
モ

デ
ル

事
業

を
実

施
。事

業
所

の
取

り組
み

を
SD

Gｓ
の

視
点

で
事

例
シ

ー
トを

作
成

３
．

ワ
ー

クシ
ョッ

プ
（

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ

カー
ドゲ

ー
ム

）
の

実
施

福
祉

関
係

者
、企

業
、⾃

治
体

等
の

各
業

種
で

共
に

SD
Gｓ

の
学

習
を

⾏
った

４
．

To
tt

or
iF

oo
ds

プ
ロジ

ェク
ト︓

「地
域

課
題

を
農

福
連

携
（

障
が

い
者

の
就

労
）

で
解

決
す

る
」を

コン
セ

プ
トに

障
が

い
者

の
就

労
・収

入
向

上
と

地
域

活
性

化
の

視
点

で
プ

ロジ
ェク

ト化
（

勉
強

会
の

開
催

、マ
ル

シ
ェの

開
催

、
加

⼯
品

開
発

等
）

＜
SD

G
s達

成
に

向
け

た
今

後
の

活
動

＞
〇

地
域

連
携

ネ
ット

ワ
ー

クの
形

成
︓

障
が

い
者

の
就

労
と地

域
連

携
ネ

ッ
トワ

ー
クを

SD
Gｓ

の
視

点
で

促
進

す
る

。
［

フェ
ー

ズ
1］

農
福

連
携

の
視

点
で

地
域

連
携

を
図

る
［

フェ
ー

ズ
2］

障
が

い
者

事
業

所
の

活
動

取
組

の
⾒

え
る

化
を

図
る

［
フェ

ー
ズ

3］
地

域
連

携
に

よ
る

実
践

例
を

創
る

［
フェ

ー
ズ

4］
To

tt
or

iF
oo

ds
プ

ロジ
ェク

トを
地

域
全

体
の

活
動

へ
。

そし
て

全
国

発
信

虹
の

会
（

不
登

校
や

障
害

、ひ
き

こも
りの

親
の

会
）

＜
これ

ま
で

の
活

動
内

容
＞

〇
活

動
内

容
・お

互
い

の
悩

み
や

辛
さの

悩
み

の
共

有
。

（
毎

月
第

2水
曜

の
夜

に
開

催
）

・経
験

者
、当

事
者

の
話

を
聞

く。
・情

報
交

換
や

講
演

・研
修

会
の

開
催

。
・学

校
や

⾏
政

、地
域

へ
の

理
解

啓
発

及
び

福
祉

との
関

係
構

築
。

〇
これ

ま
で

の
実

績
・毎

月
の

定
例

会
（

オ
ンラ

イン
・オ

フラ
イン

開
催

）
・⾏

政
との

意
⾒

交
換

会
・イ

ベ
ント

「不
登

校
は

不
幸

じゃ
な

い
︕

」開
催

・映
画

「不
登

校
の

ス
ス

メ」
上

映
会

＆
監

督
、出

演
者

の
お

話
会

・多
様

性
に

特
化

した
通

信
制

⾼
校

等
の

学
校

説
明

会
＆

相
談

会
・鳥

取
県

不
登

校
の

親
の

会
ネ

ット
ワ

ー
クで

の
活

動
「⼦

ども
の

学
び

と不
登

校
を

考
え

る
鳥

取
県

⺠
の

集
い

」開
催

「令
和

2年
度

い
じめ

・不
登

校
対

策
連

絡
協

議
会

」出
席

＜
SD

G
s達

成
に

向
け

た
今

後
の

活
動

＞
・毎

月
の

定
例

会
第

2水
曜

日
19

時
半

〜
・講

演
会

活
動

オ
ンラ

イン
講

演
会

「学
校

に
⾏

け
な

い
僕

と9
人

の
先

生
」

著
者

漫
画

家
棚

橋
正

一
氏

・「
不

登
校

ア
イデ

ア
会

議
」の

開
催

。
・義

務
教

育
後

の
学

び
に

つ
い

て
の

情
報

収
集

と発
信

。
・フ

リー
ス

クー
ル

授
業

料
の

全
家

庭
、全

額
免

除
に

向
け

て
の

活
動

。
・新

た
な

学
び

の
場

を
増

や
す

活
動

。
・⾏

政
や

福
祉

との
関

係
構

築
。
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To
tt

or
i M

am
a'

s

＜
これ

ま
で

の
活

動
内

容
＞

○
孤

⽴
した

⼦
育

て
を

防
止

す
る

た
め

、イ
ベ

ント
等

を
通

して
⼥

性
に

とっ
て

の
「居

場
所

」づ
くり

や
、情

報
発

信
を

通
して

「⼦
育

て
や

暮
らし

の
情

報
」を

提
供

。
○

産
休

・育
休

中
の

⼥
性

が
ス

ム
ー

ズ
に

仕
事

復
帰

が
で

き
る

よ
うに

⽀
援

プ
ログ

ラム
を

提
供

。
○

さら
に

安
心

して
⼦

育
て

が
で

き
る

鳥
取

とな
る

よ
う、

地
域

全
体

で
⼦

育
て

を
⾒

守
る

環
境

づ
くり

を
実

施
。（

地
域

と⼦
育

て
を

繋
ぐた

め
の

交
流

企
画

等
）

○
⼦

育
て

に
よ

り社
会

的
疎

外
感

を
抱

か
ず

、⼦
育

て
しな

が
らも

社
会

の
一

員
で

あ
る

とい
う⾃

信
や

⾃
⼰

肯
定

が
持

て
る

た
め

、企
業

と⼥
性

を
繋

ぐ取
組

を
実

施
（

サ
ー

ビス
や

商
品

の
モ

ニタ
ー

、⼦
育

て
マ

マ
ライ

ター
、

親
⼦

モ
デ

ル
等

）
○

⾃
給

⾃
足

・地
産

地
消

を広
める

ため
「農

業
×⼦

育
て」

の取
組

を実
施

＜
SD

G
s達

成
に

向
け

た
今

後
の

活
動

＞

○
⼦

育
て

世
代

に
、従

来
の

取
組

を
SD

Gｓ
と関

連
付

け
て

身
近

に
感

じ
られ

る
よ

うな
発

信
を

継
続

し、
⼦

ども
た

ち
が

暮
らす

未
来

も
安

心
して

暮
らせ

る
環

境
を

残
して

い
く

社
会

福
祉

法
⼈

こう
ほ

うえ
ん

＜
これ

ま
で

の
活

動
内

容
＞

○
地

域
⽀

援
活

動
を

専
門

的
に

⾏
う地

域
総

合
⽀

援
室

を
開

設
（

平
成

26
年

4月
）

。法
律

制
度

に
か

か
わ

りな
く、

総
合

的
な

相
談

対
応

や
就

労
・学

習
な

どの
総

合
⽀

援
に

関
す

る
事

業
を

幅
広

く展
開

。
＜

⽀
援

事
例

＞
・就

労
⽀

援
／

就
労

安
定

を
目

指
した

事
業

所
へ

の
マ

ッチ
ング

、事
業

所
内

業
務

の
開

拓
等

の
⽀

援
・学

習
⽀

援
／

格
差

是
正

を
目

的
とし

た
学

習
機

会
の

提
供

等
・触

法
者

⽀
援

／
犯

罪
前

歴
等

の
た

め
、就

職
が

容
易

で
な

い
⽅

を
雇

⽤
し、

改
善

更
生

に
導

く「
協

⼒
雇

⽤
主

」に
登

録
・犯

罪
被

害
者

⽀
援

／
本

人
保

護
並

び
に

社
会

生
活

の
確

⽴
⇒

SD
Gｓ

の
「誰

一
人

取
り残

さな
い

」の
理

念
に

繋
が

る
取

組

＜
SD

G
s達

成
に

向
け

た
今

後
の

活
動

＞
〇

⾃
治

会
活

動
の

維
持

が
課

題
とな

って
い

る
エ

リア
の

コミ
ュニ

テ
ィ活

性
化

の
⽅

策
とし

て
、県

営
永

江
団

地
（

米
⼦

市
永

江
）

を
モ

デ
ル

とし
て

、
公

営
住

宅
の

空
き

住
⼾

を
利

⽤
し、

団
地

に
居

住
す

る
⾼

齢
者

の
生

活
⽀

援
（

⾒
守

り、
生

活
相

談
、緊

急
通

報
の

受
信

）
の

取
組

を
開

始
。

※
その

他
、空

き
住

⼾
は

「学
生

向
け

シ
ェア

ハ
ウス

」や
「⼩

学
生

向
け

学
習

⽀
援

（
+

⾷
事

提
供

）
」と

して
も

活
⽤

し、
幅

広
い

年
代

が
関

わ
る

コミ
ュニ

テ
ィの

形
成

を
図

る
。

⇒
⾼

齢
化

が
進

む
コミ

ュニ
テ

ィの
維

持
（

持
続

可
能

な
コミ

ュニ
テ

ィ）
の

形
成

に
向

け
た

モ
デ

ル
事

業
とし

て
実

施
。 県
営
住
宅
永
江
団
地

調
印
式
の
様
子
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株
式
会
社
新
日
本
海
新
聞
社

＜
これ

ま
で

の
活

動
内

容
＞

○
協

賛
企

業
を

募
り「

SD
Gs

」1
7項

目
の

概
要

、県
の

取
り組

み
、企

業
・

団
体

の
動

き
を

１
⾯

に
掲

載
（

原
則

毎
週

月
曜

日
）

○
日

本
海

新
聞

環
境

キ
ャン

ペ
ー

ンと
銘

打
った

年
間

企
画

で
「持

続
可

能
な

社
会

」に
つ

い
て

の
企

業
・団

体
の

取
り組

み
を

大
き

くピ
ック

ア
ップ

○
Ｎ

Ｉ
Ｅ

（
新

聞
を

学
校

の
教

材
とし

て
活

⽤
して

も
らう

）
活

動
推

進
の

一
環

で
、⼦

ども
た

ち
に

SD
Gs

に
つ

い
て

理
解

して
も

らう
た

め
、分

か
りや

す
い

特
集

紙
⾯

を
掲

載
○

⾏
政

・企
業

・団
体

の
取

り組
み

を
幅

広
く紙

⾯
で

紹
介

＜
SD

G
s達

成
に

向
け

た
今

後
の

活
動

＞
○

鳥
取

県
の

地
元

紙
とし

て
、Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
に

取
り組

む
意

義
、率

先
して

取
り組

ん
で

い
る

企
業

・団
体

等
を

引
き

続
き

紙
⾯

で
取

り上
げ

、啓
発

・広
報

等
に

注
⼒

。シ
ンポ

ジ
ウム

や
講

演
会

等
の

企
画

も
検

討
○

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ

の
裾

野
を

広
げ

て
定

着
す

る
に

は
「課

題
解

決
⇔

企
業

の
成

⻑
⇔

ビジ
ネ

ス
チ

ャン
ス

」の
三

つ
が

循
環

、つ
な

が
る

こと
が

重
要

。地
元

メデ
ィア

とし
て

後
押

しし
て

い
く

国
立
大
学
法
人
鳥
取
大
学

＜
これ

ま
で

の
活

動
内

容
＞

〇
鳥

取
大

学
憲

章
に

お
い

て
、「

様
々

な
価

値
観

が
交

錯
す

る
グ

ロー
バ

ル
時

代
を

迎
え

て
、多

様
な

⽂
化

や
考

え
⽅

が
あ

る
こと

を
理

解
し、

少
数

者
や

厳
しい

条
件

下
に

お
か

れ
て

い
る

人
々

に
対

す
る

思
い

や
りの

心
を

も
ち

、
社

会
に

対
す

る
責

任
を

果
た

す
こと

を
⾏

動
の

規
範

とす
る

」と
し、

「知
と

実
践

の
融

合
」の

基
本

理
念

の
も

と、
地

域
か

ら国
際

社
会

ま
で

広
く社

会
に

貢
献

す
る

こと
を

目
指

して
い

くと
して

お
り，

全
学

に
お

い
て

SD
Gs

の
達

成
に

向
け

て
幅

広
く取

り組
ん

で
い

る
。

〇
多

くの
⽅

々
と課

題
や

目
標

を
共

有
し、

大
学

が
先

頭
に

⽴
って

SD
Gs

の
ゴ

ー
ル

に
向

け
て

一
緒

に
取

り組
ん

で
い

け
る

よ
う、

鳥
取

大
学

の
教

育
・

研
究

活
動

に
お

け
る

SD
Gs

活
動

に
つ

い
て

、
実

績
を

とり
ま

とめ
て

HP
に

掲
載

した
。

〇
広

報
誌

「風
紋

」6
6号

に
「鳥

大
SD

Gs
特

集
大

学
の

教
育

・研
究

を
世

界
の

課
題

解
決

へ
」と

題
し特

集
を

組
み

、大
学

の
取

り組
み

事
例

等
を

掲
載

し、
８

月
に

発
⾏

した
。

＜
SD

G
s達

成
に

向
け

た
今

後
の

活
動

＞
〇

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
で

随
時

最
新

の
情

報
を

発
信

して
い

く。
〇

大
学

内
で

の
SD

Gs
の

推
進

を
目

的
とし

て
、S

D
Gs

推
進

会
議

（
仮

称
）

を
組

織
して

積
極

的
に

取
り組

む
。

大
学
H
P
で
取
組
を
紹
介
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日
南
町

＜
これ

ま
で

の
活

動
内

容
＞

〇
日

南
町

で
は

、令
和

元
年

度
「⾃

治
体

SD
Gs

未
来

都
市

」と
して

選
定

す
る

国
の

公
募

に
対

して
、人

⼝
減

少
や

⾼
齢

化
な

どの
地

域
課

題
解

決
を

図
り、

持
続

可
能

な
ま

ち
づ

くり
を

目
指

す
提

案
を

⾏
い

、政
府

に
よ

る
「⾃

治
体

SD
Gs

未
来

都
市

」と
して

選
定

され
た

。
〇

これ
ま

で
も

日
南

町
で

は
、コ

ンパ
クト

ヴ
ィレ

ッジ
構

想
や

水
源

涵
養

を
育

む
森

林
育

成
活

動
な

ど、
『持

続
可

能
な

ま
ち

づ
くり

』に
向

け
た

取
り組

み
を

⾏
って

き
た

が
、こ

の
た

び
の

「⾃
治

体
SD

Gs
未

来
都

市
」選

定
を

機
に

、
よ

り一
層

の
取

り組
み

を
展

開
して

い
く。

＜
SD

G
s達

成
に

向
け

た
今

後
の

活
動

＞
〇

第
６

次
日

南
町

総
合

計
画

（
R2

.4
〜

R1
2.

3）
に

よ
る

全
町

的
な

SD
Gs

の
取

組
推

進
〇

第
２

期
『ま

ち
・ひ

と・
しご

と創
生

日
南

町
総

合
戦

略
』に

よ
る

SD
Gs

の
取

組
推

進
〇

日
本

一
濃

密
な

森
林

教
育

を
目

指
す

︕
日

南
町

の
一

貫
的

な
森

林
教

育
プ

ログ
ラム

の
構

築
〇

「林
業

従
事

者
の

確
保

」と
「森

林
意

識
の

継
承

」
〇

ソ
フト

バ
ンク

、鳥
取

大
学

との
連

携
に

よ
る

中
⼭

間
地

域
の

課
題

解
決

及
び

SD
Gs

の
取

組
推

進

公
⽴

⼤
学

法
⼈

公
⽴

鳥
取

環
境

⼤
学

＜
これ

ま
で

の
活

動
内

容
（

主
な

も
の

）
＞

○
SD

Gs
の

達
成

に
貢

献
す

る
た

め
に

「S
D

Gs
 取

組
宣

言
」を

表
明

。教
職

員
、学

生
だ

け
で

な
く、

企
業

等
地

域
の

関
係

者
と一

緒
に

な
って

SD
Gs

の
取

組
を

進
め

る
た

め
に

「S
D

Gs
ワ

ー
クシ

ョッ
プ

」を
開

催
。（

20
18

年
）

○
外

部
へ

の
SD

Gs
に

関
す

る
情

報
発

信
・普

及
啓

発
を

目
的

に
本

学
W

eb
サ

イト
上

に
「S

D
Gs

特
設

ペ
ー

ジ
」を

開
設

。（
20

19
年

）
○

授
業

内
容

の
充

実
の

た
め

に
シ

ラバ
ス

（
講

義
要

項
）

に
SD

Gs
17

の
目

標
との

関
連

表
を

掲
載

。学
内

特
別

研
究

費
、書

籍
出

版
へ

の
助

成
等

で
SD

Gs
関

係
の

研
究

活
動

の
⽀

援
を

実
施

。（
20

19
年

）
○

SD
Gs

に
関

わ
る

意
⾒

交
換

の
場

とし
て

、「
SD

Gs
地

域
塾

」、
「S

D
G

ｓ
カフ

ェ」
を

開
催

。（
20

19
年

）
○

SD
Gs

に
関

す
る

外
部

団
体

との
連

携
体

制
、情

報
交

換
体

制
の

構
築

等
の

た
め

に
「と

っと
りS

D
Gs

推
進

会
議

」に
参

加
。（

20
19

年
）

○
SD

Gs
に

関
す

る
地

域
へ

の
知

的
貢

献
、地

域
連

携
等

を
目

的
に

「特
別

シ
ンポ

ジ
ウム

」等
を

開
催

。（
20

19
年

）
○

TE
AS

に
お

け
る

各
実

⾏
組

織
の

環
境

目
標

に
SD

Gs
に

関
す

る
目

標
を

設
定

し、
SD

Gs
を

日
常

業
務

に
定

着
化

。（
20

19
年

）
○

全
学

的
に

一
層

SD
Gs

活
動

を
推

進
させ

る
た

め
、S

D
Gs

推
進

機
能

を
「サ

ス
テ

イナ
ビリ

テ
ィ研

究
所

」に
集

約
し、

よ
り組

織
的

・発
展

的
な

SD
Gs

推
進

体
制

を
構

築
。（

20
20

年
）

○
学

生
が

SD
Gs

を
知

り、
SD

Gs
の

達
成

に
向

け
た

取
り組

み
を

多
角

的
に

考
え

られ
る

よ
うに

人
間

形
成

科
目

「S
D

Gs
基

礎
」を

開
講

。
（

20
20

年
）

＜
SD

G
s達

成
に

向
け

た
今

後
の

活
動

＞
○

中
期

の
事

業
計

画
、イ

メー
ジ

図
を

定
め

、こ
れ

ま
で

⾏
って

き
た

【教
育

】、
【研

究
】、

【地
域

貢
献

・地
域

連
携

】、
【広

報
活

動
・情

報
発

信
】、

【大
学

運
営

等
】で

の
SD

Gs
に

係
る

事
業

活
動

を
更

に
発

展
させ

る
。

○
特

に
【大

学
運

営
等

】で
は

、多
様

な
学

生
⽀

援
を

⾏
うこ

とに
よ

り
「誰

一
人

取
り残

さな
い

（
le

av
e 

no
 o

ne
 b

eh
in

d）
」

よ
うに

努
め

る
。
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鳥
取

県

＜
これ

ま
で

の
活

動
内

容
＞

〇
4/

3に
「S

D
Gs

推
進

本
部

会
議

」を
庁

内
に

設
置

し、
「と

っと
りS

D
Gs

宣
言

」を
表

明
。

〇
普

及
・啓

発
の

た
め

、S
D

Gs
関

連
の

パ
ネ

ル
等

を
玄

関
、階

段
等

に
設

置
す

る
とも

に
、メ

ー
ル

マ
ガ

ジ
ンの

配
信

を
定

期
的

に
実

施
し、

県
庁

内
部

で
の

理
解

を
促

進
。

〇
⾃

治
体

は
17

の
ゴ

ー
ル

全
て

に
取

り組
み

や
す

い
主

体
で

あ
る

こと
を

意
識

し、
「令

和
新

時
代

創
生

戦
略

（
第

2期
総

合
戦

略
）

」を
は

じめ
と

して
、県

の
各

種
計

画
に

SD
Gs

の
理

念
を

盛
り込

み
、施

策
へ

反
映

。
〇

「と
っと

りS
D

Gs
若

者
ネ

ット
ワ

ー
ク」

を
⽴

ち
上

げ
（

8/
1キ

ック
オ

フ）
、

若
者

の
実

践
活

度
を

後
押

しす
る

とも
に

、県
の

施
策

との
連

動
した

取
組

等
を

進
め

る
こと

とし
て

い
る

。
〇

「と
っと

りS
D

Gｓ
パ

ー
トナ

ー
制

度
」を

創
設

し、
SD

Gｓ
の

認
知

向
上

と
団

体
・個

人
の

取
組

の
「⾒

え
る

化
」を

図
る

。

＜
SD

G
s達

成
に

向
け

た
今

後
の

活
動

＞
〇

県
⺠

運
動

的
な

活
動

に
向

け
た

、普
及

啓
発

を
展

開
（

動
画

配
信

な
ど

県
⺠

に
⾒

え
や

す
い

形
で

実
施

）
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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
成
員
間
の
情
報
交
換
ツ
ー
ル

【
概
要
】

と
っ
と
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
成
員
間
に
お
け
る
、
情
報
交
換
を
円
滑
に
す
る
た
め
、
情
報

交
換
ツ
ー
ル
の
活
用
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

（
活
用
案
）

・
構
成
員
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
に
つ
い
て
、
他
団
体
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
や
連
携
協
力
を
求
め
る
旨
の
情
報
を
掲
出
。

→
他
の
構
成
員
が
ア
ド
バ
イ
ス
や
協
力
。

・
構
成
員
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
践
活
動
を
掲
出
。

→
情
報
の
一
部
を
県
が
様
々
な
機
会
（
出
前
説
明
会
等
）
を
通
じ
て
情
報
発
信
。

・
県
は
全
国
の
動
向
や
先
進
事
例
を
掲
出
。

【
検
討
中
の
ソ
フ
ト
】

F
ac
e
bo
o
kの
公
開
グ
ル
ー
プ

・
グ
ル
ー
プ
設
定
の
メ
ン
バ
ー
以
外
で
も
情
報
の
閲
覧
が
で
き
、
様
々
な
団
体
と
の
つ
な
が
り
が
可
能
。

※
本
ア
プ
リ
の
利
用
が
困
難
な
構
成
員
が
情
報
提
供
す
る
場
合
は
、
次
の
よ
う
な
手
順
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

（
１
）
構
成
員

電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
事
務
局
へ
情
報
共
有
の
依
頼

（
２
）
事
務
局

構
成
員
か
ら
の
依
頼
で
あ
る
こ
と
を
記
載
し
、
事
務
局
が
代
理
で
投
稿

F
ac
e
bo
o
k投
稿
後
は
、
事
務
局
か
ら
構
成
員
に
報
告

資
料
６
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鳥
取
県
SD

G
ｓ
指
標
（
素
案
）
①

【ゴ
ー
ル
１
〜
6】
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鳥
取
県
SD

G
ｓ
指
標
（
素
案
）
②

【ゴ
ー
ル
7〜

11
】
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鳥
取
県
SD

G
ｓ
指
標
（
素
案
）
③

【ゴ
ー
ル
12
〜
16
】
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